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　はじめに

イ ソ ギ ン ポ 科 タ テ ガ ミ カ エ ル ウ オ 属 魚 類

Cirripectes はインド・西太平洋から 21 種が知ら

れており（Williams, 1988, 1993），日本からは 8

種が報告されている（藍澤・土居内，2013）．こ

のうちオボロゲタテガミカエルウオ Cirripectes 

filamentosus (Alleyne and Macleay, 1877) は， こ れ

まで国内において屋久島からのみ標本に基づいて

記載されていた（村瀬ほか，2009；藍澤・土居内，

2013）．

2015 年 10 月 17 日に鹿児島県甑島列島からオ

ボロゲタテガミカエルウオ 1 個体が採集された．

本標本はオボロゲタテガミカエルウオの標本に基

づく国内 2 例目の記録となり，同時に本種の分布

の北限記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数は Williams (1988) に，計測は岸本（2006）

と村瀬ほか（2009）にしたがった．標準体長は体

長と表記した．骨学的情報は軟X線写真から得た．

左右対になる計数形質は両側から計数し，右体側

の計数を括弧内に記した．計測値は各部の体長に

占める割合を百分率で記した．頭部感覚管の名称

は Williams (1988) にしたがった．生鮮時の体色の

記載は，固定前に撮影された標本のカラー写真に

基づき，色彩の名称は財団法人日本色彩研究所

（2001）に従った．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

オボロゲタテガミカエルウオ

Cirripectes filamentosus (Alleyne and Macleay, 1877)

(Fig. 1)

標本　KAUM–I. 80314，体長 30.5 mm，鹿児島

県薩摩川内市上甑町桑之浦漁港沖，31°51ʹ48ʺN, 

129°50ʹ23ʺE，水深 1.5 m，2015 年 10 月 17 日，手

網，本村浩之・小枝圭太・福井美乃・江口慶輔・

吉浦　藍．

記載　背鰭 12 棘 14 軟条，臀鰭 2 棘 15 軟条，

胸鰭 15 軟条（15 軟条），腹鰭 1 棘 4 軟条（4 軟条），

尾鰭分節鰭条数 7 + 6，尾鰭分枝鰭条数 5 + 4，脊

椎骨数 10 + 20 = 30，項部皮弁数（上半部 + 下半部）

6 + 8 (6 + 10)（両側合計 30），眼上皮弁数 5（4），

鼻皮弁数 3（3），側線管数 1（1）．

全長 124.5，頭長 26.2，背鰭前部長 30.8，肛門

前部長 52.4，体高 26.2，尾柄高 9.9，尾柄長 9.7，

背鰭基底長 76.3，臀鰭基底長 39.6，吻長 9.8，骨

質 両 眼 間 隔 1.5， 骨 質 眼 径 8.1， 背 鰭 第 1 棘 長

甑島列島から得られた国内 2例目となるイソギンポ科
オボロゲタテガミカエルウオ
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14.9，背鰭第 2 棘長 15.3，背鰭第 3 棘長 15.8，背

鰭最終棘長 5.7，臀鰭第 1 軟条長 18.2，胸鰭長

24.7，腹鰭長 16.2．

体は尾部へむかい側偏し，体高は背鰭起部で

最大．頭部は丸みを帯び，頭部の幅は頬部中央で

最大．胸鰭起部は腹鰭基部のかなり後方，背鰭起

部よりもわずか後方に位置する．胸鰭基底下端は

第 1 背鰭棘起部直下に位置する．胸鰭後縁は丸み

を帯びる．腹鰭起部は背鰭起部および胸鰭基部の

かなり前方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背

鰭第 5 棘条起部直下に達するが，総排泄孔には達

しない．臀鰭起部は背鰭第 10–11 棘条起部直下に

位置し，臀鰭基底後端は背鰭最終軟条起部直下に

位置する．尾鰭は円形．総排泄孔は体の中央より

もやや前方に位置し，正円形で，臀鰭起部前方に

開孔する．上顎は下顎よりもかなり前方へ突出す

る．上顎後端は眼の後縁よりも僅かに前方に位置

する． 

頭部感覚管系の開孔は単純（Williams, 1988: fig. 

6C）．前鰓蓋管（POP）は最上部で 3 孔，その直

下で 2 孔，それより下方は 1 孔が開孔する（右体

側も同様）．吻背面中央の開孔（MSP）は左右 1

孔ずつ．眼隔域の余分な開孔（EIP）はない．下

部の項部皮弁後方の開孔（PBM）は 2 孔．側線

は連続し，始部から背鰭最終棘直下まで滑らかな

曲線を描いて下降し，背鰭第 1 軟条以降は体側中

央をとおる．体側の最終側線管の後端は背鰭第 3

軟条の直下に位置する（右体側は背鰭第 4 軟条直

下）．側線に沿う皮弁はない．上唇の前縁は襞状．

下唇前縁は側面に向かうにつれ襞状になる．項部

の皮弁は頭部側面の上半部と下半部に分かれ，下

半部の皮弁は基底で結合する．背鰭鰭膜は背鰭最

終棘の直上で深く切れ込む．背鰭最終軟条の鰭膜

は尾鰭と連続する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 頭部，躯幹部尾柄始部

は暗い黄みのブラウン．尾柄はさえた黄．下顎か

ら頬部にかけてブラウンみのオリーブ．吻部と頬

部から背鰭基部にこい赤の小斑点が散在し，眼窩

後端中央から背鰭基部に向かっては 1 本の斜線の

様相を呈する．瞳孔はさえた黄で縁取られ，虹彩

は内側から同心円状に黒，縁辺はこい赤色で縁取

られる．項部皮弁を除く皮弁はにぶい黄緑．項部

皮弁基部はこい青，先端に向かうにつれ緑みの青．

背鰭鰭条はさえた赤みの黄．背鰭棘条部基底と軟

条部基底から中央までの鰭膜はさえた黄．背鰭棘

条部中央から先端までの鰭膜は透明になる．

固定後の色彩 ― 頭部，躯幹部尾柄始部は暗い

灰みのブラウン．尾部のさえた黄は消失する．背

鰭棘条部基底と軟条部基底から中央までの鰭膜さ

えた黄は消失し，一様に灰みのブラウン．背鰭を

Fig. 1. A fresh specimen of Cirripectes filamentosus. KAUM–I. 80314, 30.5 mm standard length, off Kuwanoura Fishing Port, Kamikoshiki, 
Koshiki Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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除く各鰭の鰭膜基部は薄い灰みのブラウンで縁辺

にむかうにつれ透明になる．

分布　本種はインド洋のマダガスカル北部か

ら紅海，ペルシャ湾沿岸，アンダマン海，および

オーストラリア西岸，西太平洋のソロモン諸島，

台湾，および日本に分布する（Williams, 1988；

村瀬ほか，2009）．日本国内では和歌山県串本（加

藤，2014），鹿児島県甑島（本研究），および屋久

島（村瀬ほか，2009）から記録されている．なお，

和歌山県からの記録は水中写真に基づく．

備考　記載標本は背鰭軟条 14，臀鰭軟条 15，

項部皮弁が上下に分かれること，下唇中央が平滑

であること，背鰭鰭膜に深い欠刻を有すること，

頭部感覚管の開孔が多くとも 2 孔であり，同属の

ほかの魚類と比べて単純（Williams, 1988; Fig. 6）

であること，部の皮弁後方の開孔（PBM）が 2

孔であること，体側の最終側線管の後端が背鰭第

3 軟条の直下に位置すること，生鮮時，頭部と虹

彩に赤色部があることが Williams (1988) と藍澤・

土居内（2013）の示す Cirripectes filamentosus の

標徴に一致したため，本種と同定された．

本標本から得られた計数・計測値は村瀬ほか

（2009）が国内初記録として記載した標本のそれ

らと概ね一致したが，背鰭第 1 棘の長さに若干の

差異が認められた．甑島産標本の背鰭第 1 棘長は

第 2 棘長の 0.98 倍であったが，Williams (1988) が

報告した同比率は 1.0–1.6 倍（雌）と 1.0–1.9 倍（雄）

であった．Williams (1988) が記載に用いた標本の

体長は 16–75 mm であるが，このうち雌雄の判別

がなされた（計測に用いられた）標本は 35 mm

以上であり，幼魚については言及されていない．

また，村瀬ほか（2009）が報告した体長 52.5 mm

の雌の標本では 1.13 倍であった．甑島産の幼魚

の背鰭第 1 棘長は，Williams (1988) が報告した同

長より短いが，これは背鰭第 1 棘が成長に伴って

伸長するためと考えられる．

さらに，Williams (1988) が報告した若い雌個体

は，生鮮時，体側の濃い小赤斑点が胸鰭基部まで，

村瀬ほか（2009）が用いた標本では体側に広く散

在するのに対し，本標本では，背鰭基部までしか

認められなかった．イソギンポ科魚類の色彩は，

環境条件によって変化しやすいことが知られてお

り（村瀬・瀬能，2006），また，本種の生時と鮮

時における頭部の色彩は不明瞭である（村瀬ほか，

2009）ことから，本標本の鮮時における胸鰭基部

の小斑点の欠如は採集後の取り扱い環境に起因す

ると考えられる．

村瀬ほか（2009）は鹿児島県大隅諸島屋久島

から得られた 1 個体（体長 52.5 mm）に基づき C. 

filamentosus を日本から初めて報告した．その後，

加藤（2014）は，本種の分布に和歌山県串本を追

加したが，この記録は水中写真のみに基づくもの

であり，標本は得られていない（加藤氏，私信）．

したがって，本報告は，標本に基づく本種の分布

の北限更新記録となる．
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